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　JAと花巻地域花
き生産部会は12月5
日、花巻市で「花き
生産者の集い」を開
きました。
　品目別の検討会
で、部会員やJA、関

係機関、市場関係者など61人が参加しました。JAの担
当者が今年度の花巻地域の販売経過や令和2年度花
き生産販売方針について報告。昨年10月末時点の花巻
地域の販売実績が数量、販売額ともに前年度より高い
ことや品種が多い品目については、品種の整理が必要
であることも確認しました。来年度は、リンドウやカンパ
ニュラなどの花き生産拡大、企業的花き作経営体の育

成、部会を核とした花き産地の再強化、花巻産花き利
用拡大の4項目を重点活動項目に掲げます。オリジナル
性と存在感を持ち、実需者から期待と信頼を得られる
花き産地づくりを推進していくことを確認し、意気込み
を新たにしました。
　高橋誠部会長は「品質の高い花を栽培し、全国へ発
信していこう」と呼び掛けました。髙橋勉組合長は「天
候に左右された年であったが、皆さんのおかげで相対
的に昨年より良
かった。農業の販
売高を高めるため
にも複合的な経営
の普及をしていく」
と話しました。

　JAと西和賀花卉生産組合は12月10日、西和賀町で
「生産者の集い」を開きました。
　組合員やJA、関係機関、市場関係者など54人が参加
しました。JAの担当者が今年度の西和賀地域の販売
経過や令和2年度の生産販売方針について報告。昨年
10月20日時点の西和賀地域の販売経過は数量が前年
度を上回りましたが、販
売額は計画の2億9,000
万円に及びませんでし
た。このことから、リンド
ウを中心品目とし、生産
拡大の中でもお盆需要

期である8月の出荷量の増量を目指していくことを呼び
掛けました。
　来年度は、生産力と農業所得の向上や花卉生産組
合組織の強化、流通販売対策を重点活動項目に掲げ、
これまで培った技術を次世代に繋ぎ、産地維持と発展
を目指していくことを確認しました。

期待と信頼得られる産地へ　「花き生産者の集い」を開催！

産地維持と発展に向けて重点活動項目を確認

●お問い合わせ先：営農部生産資材課　☎ 0198-22-6192または、最寄りのグリーンセンターまで

1月の定休日 2月の定休日 営業時間
花 巻 毎週日曜日・祝日 毎週日曜日・祝日

8：30〜17：00

石 鳥 谷 １/11（土）／1/25（土） 2/8（土）／2/22（土）
大 迫 土・日・祝日 土・日・祝日
東 和 1/18（土） 2/1（土）／2/15（土）
北 上 毎週日曜日 毎週日曜日
西 和 賀 土・日・祝日 土・日・祝日
遠 野 1/11（土）／1/25（土） 2/8（土）／2/22（土）

各 グリーン セン ター 定 休 日
1月・２月の定休日と
営業時間は次の通り
です。ご確認の上ご来
店ください。
※�定休日と営業時間はそれぞ
れの店舗によって異なりま
すのでご確認ください。
※�右記のほかに2月25日㈫
が第4四半期決算棚卸しの
ため休業します。

地元産野菜を味わって！
「みんなで夕ごはんinちょボラ」で
料理を提供

　女性部とおのよつば地域支部遠野地区は12月4

日、遠野市社会福祉協議会が主催する食堂「みんな

で夕ごはんinちょボラ」で、料理を振る舞いました。

　食堂は毎月1回、同市のボランティア・市民交流

サロン「ちょボラ」で開催。市内の各女性団体が交

替で料理を振る舞い、住民や子ども、協議会職員、

ボランティアが食卓を囲み、息抜きできる場所と

なっています。

　昨年度、同地区は同

協議会に声をかけられ

て初めて料理を提供

し、今回が2回目の提

供となりました。部員

が栽培したカボチャや

ニンジン、ジャガイモ、

タマネギを使った「母

ちゃんカレー」や「人参

の白和え」など5品を

調理し提供。約50人

が地元産野菜の料理に舌鼓を打ちました。昆野裕

子支部長は「子どもの成長を考えてメニューを作成

した。地元の野菜をたくさん食べてほしい」と話し

ました。

「母ちゃんカレー」をほおばる子ども

心を込めて調理する部員たち

かがやく
女性部
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リンドウを1人5a以上新改植
を行い、西和賀の花をたくさ
ん消費者に届けよう！

西和賀花卉生産組合
髙橋文昭組合長

13 12ぽらーの花巻 ◉ ◉ぽらーの花巻


